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ここで提案する三椙平欝系の密度汎関数モデルは，汎関数雷 =F十 K の局所過璃自由エネル
ギー密度を
F(pl， P州=[c凶 α)2十 (ρ2-b)2] [(Pl -1)2 +ρ~] [(ρ1 + 1)2 + p~] ラ















ちれる。非濡れ状態では， ρh内面上の αβ 十 J37軌道
(1需れ軌道)と α守軌道(非譲れ軌道)は一致せず〉前者
の軌道の界面張力は援者よりも大きい :σαβ十グβγ>σαγ-



























の減衰長の比でもある。例えば， α=1のとき β相近接の等高隷は円であり， β相への二成分の減
衰長が等しく，語れ転移誌二次転移になる。 α>1のときには等高議はρ1軸方向に長い楕円であ
り，一次の語れ転移が生じる。 α<1のとき濡れ転移の指数pはαと共に連続的に変化し， α→ G
のときp→ 2となり， α→ 1のときp→ oo(無限次語れ転移}となる。このように， β椙近傍の
過覇自由エネルギ一等高線の形状が濡れ転移の種類を分けることを数値計算は示唆している。
濡れ転移点b二 bw もαに故存L，α三1のとき有限の値(特に α=1のとき bw 二 d万三=
0.681..)， αく 1のとき 0となる。図2にb二九(α)を示した。この曲線の上測ではαマ界面は非濡
れ状聾，下側では語れ状態にある。 んは α=1で不連続であり，垂直線α=1 (0 ~三 b :; 0.681…) 
辻非濡れ相と、濡れ相を分ける。この椙境界に弄濡れ相から近づくと無限次の濡れ転移が現れる • b 
を0.681…以下の値に国定して αを下から 1に近づけると，
A 
σαβ 十 σβγ 一 σαγ r-ve l-a 





共同研究者の B.¥Vidom (Cornell)および J.O. lndekeu (Leuven)に感謝する。
参考文献
[1] S. Dietrichラ inPhαse Transitionsαnd Critical Phenomenα， edited by C. Domb and J.L. 
Lebowitz (Academicヲ1988)ラVol.12ヲChap.1ぅpp.1-218.
[2] J. S. Rowlinson， J.Stat. Phys.ラ20(1979)ラ197.
[3] J. S. Rowli部 ona吋 B.WidomヲinM olecular Theory of Cα:pillarit払 (DoverEditio九 2002)，
Chap.8ラpp.207-248.
[4] K. Koga and B. ¥VidomラJ.Che也 Phys.127 (2007)ぅ064704.
[5] K. Koga and B. WidomぅJ.Chem. Phys. 128 (2008)， 114716. 
-303-
